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私
た
ち
は
、
病
気
や
け
が
の
時
に

安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
の
人
が

医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
吉

備
中
央
町
に
お
住
ま
い
の
人
が
加
入

し
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
出
し

あ
っ
た
お
金
（
国
保
税
）
と
国
や
県

な
ど
の
支
出
金
を
合
わ
せ
た
お
金
を

財
源
と
し
て
、
医
療
費
な
ど
を
賄
う

「
相
互
扶
助
」
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
国
保
の
財
政
は
、
増
え
続
け
る

支
出
を
収
入
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
国
保
の
医
療
費
の
推
移
と

財
政
の
す
が
た
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

増
え
つ
づ
け
る
医
療
費　

　

 　
10
億
２
、７
５
６
万
４
千
円

●
吉
備
中
央
町
の
国
民
健
康
保
険
の
収
入

の
約
18
・
４
％
は
国
保
税
、
支
出
の
約
71
・

４
％
が
医
療
費
（
保
険
給
付
費
）
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
を
見
る
と
、
歳
入
が
約
14

億
４
、
５
０
０
万
円
、
歳
出
が
約
14
億
３
、
８
０

０
万
円
で
す
。
収
入
の
主
な
内
訳
は
、
被
保
険
者

が
出
し
あ
っ
た
国
保
税
が
約
18
・
４
％
、
国
や
県
、

社
会
保
険
等
か
ら
が
約
75
・
３
％
、
吉
備
中
央
町

か
ら
が
約
２
・
９
％
と
法
定
外
繰
入
金
（
一
般
会

計
そ
の
他
繰
入
金
）
が
０
・
９
％
、
基
金
繰
入
金

が
２
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
出
の

主
な
内
訳
は
、
加
入
者
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
費
用
や
薬
代
な
ど
保
険
給
付
費
が
約
71
・
４
％
、

75
歳
以
上
の
医
療
保
険
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

へ
の
拠
出
金
が
約
９
・
６
％
、
介
護
保
険
へ
の
拠

出
金
が
約
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成22年度国民健康保険決算
【歳入】	  　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

金　額 構成比

国民健康保険税 267,309 18.49%

前期高齢者交付金　 379,183 26.22%

国庫支出金　 359,801 24.88%

療養給付費交付金　 53,911 3.73%

県支出金　 58,831 4.07%

共同事業交付金　 178,901 12.37%

一般会計繰入金（基盤安定・財政安定等） 87,890 6.08%

基金繰入金（財政調製基金） 40,000 2.77%

繰越金　 4,590 0.32%

法定外繰入金（一般会計その他繰入金） 13,300 0.92%

その他（第三者等）　 2,270 0.15%

計 1,445,986 100%

【歳出】	  　　　　　　　　　　　　単位：千円

金　額 構成比
保険給付費（医療費） 1,027,564 71.4%

出産・葬祭費　 6,180 0.43%

前期高齢者拠出金　 239 0.02%

後期高齢者拠出金 139,150 9.67%

老人保健拠出金　 2,411 0.17%

介護納付金　 58,614 4.07%

共同事業拠出金　 179,139 12.45%

保健事業費　　 4,317 0.30%

償還金　　 4,416 0.31%

基金積立金 0 0.00%

その他（電算委託・負担金等） 16,967 1.18%

計 1,438,997 100%

平成22年度国民健康保険決算（歳入）

平成22年度国民健康保険決算（歳出）

国民健康保険税　18.49％

保険給付費（医療費）　71.4％

前期高齢者交付金　26.22%

出産・葬祭費　0.43%

その他（第三者等）　0.15%

国庫支出金　24.88%

前期高齢者拠出金　0.02%

県支出金　4.07%

老人保健拠出金　0.17%

基金繰入金　2.77%

保健事業費　0.3%

一般会計繰入金　6.08%

共同事業拠出金　12.45%

法定外繰入金　0.92%

基金積立金　0%

繰越金　0.32%

償還金　0.31%

共同事業交付金　12.37%

介護納付金　4.07%

療養給付費交付金　3.73%

後期高齢者拠出金　9.67%

その他（電算委託・負担金等）  1.18%

平成22年度国民健康保険決算（歳入）

平成22年度国民健康保険決算（歳出）

国民健康保険税　18.49％

保険給付費（医療費）　71.4％

前期高齢者交付金　26.22%

出産・葬祭費　0.43%

その他（第三者等）　0.15%

国庫支出金　24.88%

前期高齢者拠出金　0.02%

県支出金　4.07%

老人保健拠出金　0.17%

基金繰入金　2.77%

保健事業費　0.3%

一般会計繰入金　6.08%

共同事業拠出金　12.45%

法定外繰入金　0.92%

基金積立金　0%

繰越金　0.32%

償還金　0.31%

共同事業交付金　12.37%

介護納付金　4.07%

療養給付費交付金　3.73%

後期高齢者拠出金　9.67%

その他（電算委託・負担金等）  1.18%

●
医
療
費
は
３
年
前
と
比
較
し
て
、

約
1
０
４
・
７
％
で
10
億
２
千
７
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
国
保
の
医
療
費
総
額
（
保
険

負
担
分
と
自
己
負
担
分
の
合
計
）
は
、
約

14
億
６
、７
９
４
万
円
に
な
り
年
々
右
肩
上

が
り
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
加
入
者
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
、
約
32
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
加
入
者

の
年
齢
構
造
の
高
齢
化
、
医
療
機
関
の
充
実

等
に
よ
り
、
医
療
費
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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H20年度
981,098

医療費の推移医療費（単位：千円） （保険負担分）

H21年度
988,057

H22年度
1,027,564



●
吉
備
中
央
町
国
保
は
実
質
的
な
「
赤

字
」
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
に
は
、
事
務
経
費

な
ど
法
律
で
定
め
ら
れ
た
援
助
（
法
定
繰
入

金
）
と
不
足
分
を
補
う
た
め
に
市
町
村
が
独

自
に
行
う
援
助
（
法
定
外
繰
入
金
）
が
あ
り

ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
国
保
で
は
平
成
22
年
度
に
約

５
、３
３
０
万
円
の
不
足
分
を
補
う
援
助
を

受
け
ま
し
た
。繰
越
金
を
計
算
に
入
れ
て
も
、

こ
の
援
助
が
な
け
れ
ば
約
４
、６
３
０
万
円

の
「
赤
字
」
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
町
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
町
が
負
担
す
る
べ
き
金
額
以
外
に
、
国

保
財
政
の
赤
字
補
て
ん
に
基
金
繰
入
と
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
を
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
医
療
費
の
増
加
が
続
け

ば
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
す
べ
て

が
枯
渇
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
来
、
保
険
給
付
費
（
医
療
費
の
７
割
分
）

に
対
し
て
保
険
税
1/2
で
賄
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
が
、
当
町
は
保
険
税
で
賄
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

吉
備
中
央
町
国
保
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
国
保
制
度
が
抱
え
て

い
る
脆
弱
な
財
政
基
盤
と
い
う
構
造
的
な
問

題
は
、
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

町
で
は
、
３
年
間
据
え
置
い
て
い
た
国
保

税
の
税
率
改
正
を
平
成
22
年
度
に
行
い
ま
し

た
が
、本
年
度
も
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
で
は
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度

改
革
に
伴
い
、
地
域
保
険
の
一
元
的
運
用
を

図
る
観
点
か
ら
、
国
保
財
政
の
安
定
化
を
推

進
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
の
広
域
化
（
都
道
府
県
単
位
）

や
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
の
中
、
必
要

財
源
の
安
定
的
確
保
と
財
政
健
全
化
を
同
時

に
達
成
す
る
改
革
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
源
の
確
保
な
ど
極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

掲
げ
ら
れ
、
今
後
、
国
の
検
討
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
国
保
の
効
率
的
な
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
加
入
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
初
期
治
療
で
い
つ

ま
で
も
健
康
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

定
期
的
な
健
診
を
受
診
さ
れ
、
医
療
費
の
抑

制
と
国
保
税
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
ぜ
ひ
ご
自
身
そ
し
て
ご
家
族
の
「
健

康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
考
え
く
だ

さ
い
。

　　

吉
備
中
央
町
国
保
で
は
、
加
入
者
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
、
40
歳

以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
、
健
康
診
断
（
特

定
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診
は
、

よ
り
詳
し
く
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
保
健
師
や
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。
健
康
づ
く
り
は
、
ま

ず
ご
自
身
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。
ご
家
族
と
一
緒
に
特
定
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

医
療
保
険
班　
　

☎
０
８
６
６
―
５
４
―
１
３
２
６
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国民健康保険税の税率の改正をします

非自発的失業者にかかる国民健康保険税の軽減について

　特集で本町の財政状況をお知らせしましたが、近年、長期的な治療が必要な生活習慣病（糖尿病・
脳卒中・心臓病・高脂血症等）の方が増えており医療費も増大しております。健全な財政運営を図る
ためには保険税の確保が必要であることから、税率を改正せざるを得ない状況となりました。
　保険税は、医療費から国・県などの補助金および町費を差し引いた額が保険税として世帯ごとに決
められる事になっています。
　加入者皆様のご理解をいただきますようお願いいたします。

　会社を退職し、雇用保険の特定受給資格者（例：倒産、解雇などによる離職）および特定理由離職者（例：
雇い止めなどによる離職）と認定される方は、申請により平成 22 年度から失業者本人の給与所得を
100 分の 30 として算定し、国民健康保険税を軽減しています。

（軽減期間は、離職日翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までです。）

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　　　☎0866-54-1315
　　　　　　　　　　保健課　医療保険班　☎0866-54-1326

平成22年度税率（改正前）
区　分 医療分 支援金分 介護分
所得割 8.3％ 2.1％ 2.0％
資産割 38.0％ 9.6％ 13.3％
均等割 24,500 円 6,100 円 9,500 円
平等割 18,500 円 4,600 円 5,200 円
限度額 500,000 円 130,000 円 100,000 円

平成23年度税率（改正後）
区　分 医療分 支援金分 介護分
所得割 8.5％ 2.7％ 2.0％
資産割 38.3％ 13.1％ 13.3％
均等割 　25,800 円 8,500 円 9,500 円
平等割 18,800 円 6,100 円 5,200 円
限度額 510,000 円 140,000 円 120,000 円

やっぱり健康が一番

まず健診を受診しましょう
 「病気になると」感じる以上に高くつくもの

★糖尿病が悪化し心臓の合併症もあったため、10 日間入院し手術を受けました。　
　医療機関の窓口で支払ったのは、40,440 円でしたが、実際には高額の医療費となり家計も圧迫するだけ
でなく、収入が落ち込むおそれがあります。また、こうした病気にかかる人が増えると医療費全体が増加し、
国民健康保険税の増額につながります。（医療費を１万円下げると約 3,500 円保険税が軽くなります。）
　このように「治療費」は感じる以上に高くつくものです。日頃から健康管理をおこなっていただくとともに、
まずは、健診を受診しましょう。

※ A さんは自覚症状がないまま、このような経過をたどりました。 
34 歳 40 歳 49 歳 57 歳 62 歳 65 歳 69 歳
肥満

高血圧
高中性脂肪

低 HDL コレステロール
高血糖（糖尿病）

心電図異常
心筋梗塞

血管を傷める原因
健診でわかります！
若い方にも声かけを !!

ここで初めて
自覚症状が出ます

A さんの医療費内訳
投薬料 9,100 円

注射料 38,990 円

処置料 10,020 円

手術料 2,047,040 円

検査料 100,230 円

画像診断料 3,260 円

入院料 226,300 円

食事療養費 17,184 円

合      計 2,452,124 円



 

第
５
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た

 　

６
月
５
日
、
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
吉

備
中
央
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
５
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
２
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
５

チ
ー
ム
が
参
加
。
ど
の
チ
ー
ム
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ソフトボール
　優　勝：北の国から
　準優勝：吉川
　
○バレーボール
　優　勝：上竹ＵＢ’Ｓ
　準優勝：吉川スポーツクラブ
　３　位：Ｋ・Ｂ・Ｃ
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平
成
23
年
度
夢
づ
く
り
推
進
賞
を

 　
　
　
　
　
　

  

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

加
茂
川
有
害
獣
利
用
促
進
協
議
会
が
、
平
成
23
年
度
夢
づ

く
り
推
進
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
協

働
の
取
り
組
み
の
中
か
ら「
新
お
か
や
ま
夢
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
や
「
県
民
力
の
結

集
」
の
模
範
と
な
る
事
例
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
22
年
11
月
に
農
作
物
被
害
防
止
の
た

め
に
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
加
工
す
る
た
め
に
、
加
工
処

理
施
設
を
整
備
。
加
工
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
食
肉
と
し
て

流
通
す
る
体
制
を
作
り
、
町
内
の
道
の
駅
や
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

販
路
を
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
６
日
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

会
長
の
三み

谷た
に

健け
ん

さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
谷
さ
ん
は
「
昨
年
度
は
約
50
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
買
い

取
っ
て
加
工
し
、
岡
山
や
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
提
供
し

ま
し
た
。現
在
は
、食
肉
用
と
し
て
利
用
出
来
な
い
肉
を
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
な
ど
に
利
活
用
出
来
な
い
か
研
究
中
で
す
。今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
販
路
を
拡

大
し
な
が
ら
、
吉
備
中
央
町
の

特
産
物
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流

人
口
の
増
加
と
地
域
の
活
性

化
、
猟
師
の
後
継
者
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」

と
今
後
の

抱
負
を
話

さ
れ
ま
し

た
。

  

吉
備
高
原
自じ

然ね
ん

薯じ
ょ

研
究
会
が
発
足

　

６
月
８
日
、
吉
備
中
央
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
吉
備
高

原
自
然
薯
研
究
会
の
第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
新
山
自
然
薯
生
産
組
合
か
ら
資
産
や
備
品

な
ど
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
に
発
足
し
た
も
の
で
、
規
約
、
予

算
な
ど
が
審
議
、
了
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
会
長
に
小こ

ば
や
し林

豊ゆ
た
かさ

ん
（
上
田
西
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
栽
培
技
術
の
向
上
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
産
農
家
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
分
野
か
ら
広
く
会
員
を
募
集
し
な
が
ら
、
加
工
、
流
通
に

関
す
る
研
究
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
今
年
度
の
主
な
事

業
と
し
て
、
栽
培
講
習
会
や
自
然
薯
祭
り
の
開
催
、
自
然
薯

を
使
用
し
た
料
理
研
究
会
な
ど
を
実
施
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

 「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を

 　
 

活
用
し
、
は
る
み
の
丘
、

    
岩
倉
公
園
周
辺
の
松
を
保
全

　

町
で
は
、
松
林
の
保
全
を
図
る
た
め
、
継

続
的
に
空
中
散
布
を
は
じ
め
と
し
た
松
く
い

虫
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に

松
の
幹
に
あ
ら
か
じ
め
薬
剤
を
注
入
し
て
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
１
ミ

リ
に
も
満
た
な
い
害
虫
の
増
殖
を
抑
え
て
松

枯
れ
を
防
ぐ
樹
幹
注
入
と
い
う
方
法
が
あ

り
、
平
成
22
年
度
に
、
は
る
み
の
丘
、
岩
倉

公
園
周
辺
の
松
林
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
た
市
町
村
提
案
型
森
づ
く
り
事
業

に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
は
、
は
る
み
の
丘
お

よ
び
大
平
山
い
こ
い
の
森
周
辺
の
松
林
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

平
成
23
年
度
永
年
勤
続

  

町
内
会
長
・
区
長
等
知
事
表
彰

　　

５
月
23
日
、
岡
山
県
庁
に
お
い
て
、
平
成

23
年
度
永
年
勤
続
町
内
会
長
・
区
長
等
知
事

表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
活
動

の
推
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も

の
で
、吉
備
中
央
町
か
ら
は
溝み

ぞ
ぐ
ち口

茂し
げ
るさ

ん（
細

田
住
民
会
長
：
前
列
左
端
）、
沼ぬ

本も
と

宣の
ぶ
と
し甫

さ

ん（
円
城
住
民
会
長
：
後
列
右
か
ら
３
番
目
）、

荒あ
ら

木き

明あ
き
らさ

ん
（
元
御
所
住
民
会
長
）
の
３
名

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　

 

～
地
方
自
治
功
労
～

　　

草く
さ

地ち

齋ひ
と
しさ

ん

（
三
谷
）
が
旭
日

単
光
章
（
地
方

自
治
功
労
）
を

受
章
さ
れ
、
５

月
30
日
、
町
長

室
に
お
い
て
伝

達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

草
地
さ
ん

は
、
昭
和
46
年

４
月
、
加
茂
川

町
議
会
議
員
に

当
選
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
58
年
４
月
ま
で
の

３
期
12
年
に
わ
た
り
、
議
員
と
し
て
の
良
識

と
愛
町
精
神
を
も
っ
て
豊
か
な
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

 

総
務
大
臣
か
ら

 

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

石い
し

井い

信の
ぶ

夫お

さ
ん
（
上
竹
）

に
、
総
務
大

臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら

れ
、
５
月
31

日
役
場
に
お

い
て
、
贈
呈

式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
３
年

４
月
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
20
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
相
談

を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
行
政
相
談
委
員

制
度
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



6月4日～6月10日は「むし歯予防週間」・めざそう8020
　６月２日に、加茂川中学校で、120人の全生徒を対象に「マイブラッシングを学ぼう」と歯周病予防の講座を開
催しました。
　この講座は、中学校の養護の先生を中心に、学校歯科医師や町の保健師・在宅歯科衛生士が参加し実施しまし
た。
　石井雅之学校歯科医による加茂川中学校の実態と歯肉炎についてのミニ講話にはじまり、歯科衛生士から歯の磨
き方についてデモンストレーションの後、染めだし剤を使って歯垢や磨き残しチェックをおこないました。
　永久歯に生え揃う中学生の時に、自分の歯や口にあった磨き方をマスターすることはとても大切です。生徒たち
は1人1人保健師や歯科衛生士の指導を受けながらブラッシングの仕方を学びました。

　吉備中央町では、３歳児のときにむし歯になっている子どもが約２人に１人と多く、歯みがき習慣や
間食の時間を決めていないこと、仕上げみがきをしていないことなどが大きく関係しています。
　また、中学生の多くは歯並びが悪く、小さい頃から、よく噛んで食べる習慣が大切です。
　80歳になっても20本の自分の歯でおいしく食べることができるよう、家族みんなで歯の健康づくり
に取り組みませんか!!

　岡山県民の歯と口の健康づくり条例が４月１日から施行となり、歯と口の健康づく
りについて関心をもっていただくため、11 月８日「いい歯の日」が設けられました。
　吉備中央町では 10 月に町内保育園と幼稚園を巡回して歯みがき教室を実施します。

今回の取り組みが広がっていくよう、身近な学校や地域で「歯と口の健康講座」を開催
いたしますので、希望される方は、保健課地域保健班までご相談ください。
【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎ 0866-54-1326

お し ら せ

 
吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校

 　
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
「
文
化
講

演
会
」
が
６
月
11
日
、
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、倉
敷
芸
術
科
学
大
学
の
観
光
学
科
主
任
教
授
で
、

山
陽
放
送
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
お
な
じ
み
の
濱は

ま
い
え家

輝て
る

雄お

さ

ん
で
、「
雑
談
力
」
～
絆
の
は
じ
ま
り
～
と
題
し
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
徒
を
は
じ
め
、
保
護
者
、
一
般
の
方
な
ど
、

約
５
０
０
人
が
参
加
。
濱
家
さ
ん
は
ご
自
身
の
長
年
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
活
動
で
の
経
験
談
を
も
と
に
「
人
生
と
は
、
ど
ん

な
人
と
出
会
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
人
と
話
を
し
た
の
か
、
ど

ん
な
人
と
話
を
し
て
学
ん
だ
の
か
が
大
切
。」
と
身
振
り
手

振
り
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加

者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
20
日
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
小お

の野
房ふ

さ

野の

さ
ん
（
北
）
に
県
知
事
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、
祝
金
な

ど
が
、
県
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
明
治
44
年
に
上
房
郡
中
井
村
（
現
在
の
高
梁

市
中
井
町
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、昭
和
９
年
に
結
婚
さ
れ
、

２
男
２
女
を
も
う
け
ら
れ

ま
し
た
。
結
婚
後
は
、
小

学
校
、
青
年
学
校
、
高
等
学

校
に
教
師
と
し
て
勤
務
、
退

職
後
は
長
年
に
わ
た
り
愛

育
委
員
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お

元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【道の駅かもがわ円城】

【道の駅かよう】

栄養委員さん作成
旬の野菜レシピ
道の駅に今ある

旬の野菜を使った
料理を紹介しました。

１日に必要な野菜の量
実際に食べている量は？

  

６
月
は
「
食
育
月
間
」・
19
日
は
「
食
育
の
日
」

　

６
月
19
日
、
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城
、
道
の
駅
か
よ
う
に

お
い
て
食
育
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

６
月
の
食
育
月
間
お
よ
び
19
日
の
食
育
の
日
に
ち
な
ん
で
食

育
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で
約
１
５
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
食
育
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
１
日
に
必
要
な
野
菜
の
量
に
つ

い
て
実
際
食
べ
て
い
る
量
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

１
０
０
ｇ
も
摂
れ
て
い
な
い
方
も
い
れ
ば
、
気
を
付
け
て
摂

る
よ
う
に
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
野
菜
に
つ
い
て
考
え
る

よ
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
配
布
物
と
し
て
、

栄
養
委
員
さ
ん
が
作
成
し
た
地
元
で
と
れ
た
旬
の
野
菜
レ
シ

ピ
の
紹
介
、
糖
尿
病
の
予
防
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
ま
し
た
。

歯の染めだし：赤く染まっている
ところは、歯垢が残っています学校歯科医からのミニ講話

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給資格のある方は、必ず８月１日現在の現況届を役場に提出してください。
　この現況届は、引き続き手当を受ける資格があることを確認すると共に、手当の額を決定するためのものです。
　現在、手当を受けているいないに関わらず、受給資格のある方全員が対象です。もし、現況届が提出されない場合は、
８月以降の手当が受けられなくなり、２年以上提出されないと受給資格そのものがなくなりますのでご注意ください。

●提出期間　8月1日～8月31日まで 
区　分 手当月額

全部支給 41,550円
一部支給 41,540円～9,810円
第2子加算 5,000円

第3子以降加算 1人につき3,000円
●お問い合わせ先  
　保健課　子育て支援班 ☎0866-54-1326

●提出期間　8月11日～8月31日まで 
区　分 手当月額（児童１人）
１　級 50,550円

２　級 33,670円

●お問い合わせ先  
　福祉課　障害福祉班 ☎0866-54-1317

児童扶養手当 特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届をお忘れなく！
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保健福祉シリーズ 60

　今年度、町の特定健康診査を受診された方を対象に健診結果説明会を開催します。
　当日は、会場で健診結果をお返しし、結果の見方、食事相談、運動実技等をみなさんと一緒に考えていきます。

◆受付時間/８：４５～  ９：００　
◆実施時間/９：００～１１：３０
　※健診結果によっては、説明会終了後に個別面接があります。（１人３０分程度）

開　催　日 会　　　場 開　催　日 会　　　場
７月２８日（木） 上竹荘公民館 ８月　４日（木） 吉川公民館
７月２９日（金） 豊野公民館 ８月　８日（月） 井原コミュニティーセンター
８月　１日（月） 下竹荘公民館 ８月　９日（火） かもがわ総合福祉センター
８月　２日（火） 大和公民館 ８月１０日（水） 農村環境改善センター

健診結果説明会のお知らせ

〔お問い合わせ先〕
保健課　地域保健班

☎0866-54-1326

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
22
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
伊い

の

け
野
家
朱み

智さ
と
さ
ん
の
「
お
父
さ
ん
大
活
や
く
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「お父さん大活やく」
豊野小学校　四年

伊
い の け

野家朱
み

智
さと

さん

　

わ
た
し
は
、
今
年
の
六
月
に
、
そ
う
社
か
ら
き
び
高

原
の
湯
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
引
っ
こ
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
度
の
家
は
、
二
か
い
だ
て
だ
し
お
庭
は
あ
る
し
、

理
そ
う
て
き
な
家
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ

う
思
っ
た
の
は
、
は
じ
め
の
こ
ろ
だ
け
で
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
小
さ
な
羽
虫
が
部
屋
の
電
気
に
い
っ

ぱ
い
つ
く
か
ら
、
ま
ど
は
開
け
ら
れ
な
い
し
、
朝
に
な

る
と
ク
モ
が
家
の
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
す
を
作
っ
て
い

る
の
で
、
朝
か
ら
ク
モ
の
す
と
り
を
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
お
母
さ
ん
も
わ
た
し
も
大
の
虫
ぎ
ら
い
な
の
で
、

も
う
た
い
へ
ん
で
す
。
と
く
に
わ
た
し
は
虫
を
見
る
だ

け
で
も
い
や
な
の
で
、
に
げ
ま
わ
っ
て
ば
か
り
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
が
大
か
つ
や
く
で
す
。
部
屋
に

き
ょ
大
グ
モ
が
で
た
と
き
も
、
ハ
エ
が
入
っ
た
と
き
も
、

わ
た
し
が
蚊
に
さ
さ
れ
た
と
き
も
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
前
は
、
大
き
な
ア
ブ

が
部
屋
に
入
っ
て
き
て 

、
ブ
ー
ン
、
ブ
ー
ン
と
大
き
な

羽
音
を
た
て
る
の
で
、
お
母
さ
ん
も

「
キ
ャ
ー
、
キ
ャ
ー
。」

と
言
い
な
が
ら
に
げ
て
い
る
と
、
お
父
さ
ん
が
新
聞
紙

で
げ
き
た
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
は
思
わ
ず
大

は
く
手
。
わ
た
し
が
、

「
こ
こ
の
生
活
に
は
、
お
父
さ
ん
が
か
か
せ
な
い
な
あ
。」

と
言
う
と
、
み
ん
な
大
わ
ら
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
母
さ
ん
が
、

「
お
父
さ
ん
、
今
の
メ
モ
し
と
き
、
メ
モ
。」

と
言
っ
た
の
で
、
ま
た
み
ん
な
で
大
わ
ら
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
今
度
の
家
に
は
お
庭
が
あ
る
の
で
、

今
ま
で
か
え
な
か
っ
た
ペ
ッ
ト
が
か
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
か
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
は
、
カ
メ
、
メ
ダ
カ
、

子
メ
ダ
カ
、
コ
イ
ゴ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
ク
ワ
ガ
タ
、
お
か

ヤ
ド
カ
リ
、
ヤ
ゴ
の
全
部
で
八
し
ゅ
る
い
で
す
。
せ
話

を
す
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
け
れ
ど
、
毎
日
見
る
の
が
と

て
も
た
の
し
み
で
す
。
メ
ダ
カ
や
コ
イ
ゴ
は
、
大
き
な

す
い
れ
ん
ば
ち
に
入
れ
か
え
た
の
で
、
水
か
え
を
す
る

の
が
大
へ
ん
だ
け
れ
ど
、
近
く
に
川
が
あ
っ
て
、
く
み

お
き
の
水
を
作
ら
な
く
て
も
い
い
の
で
、
少
し
ら
く
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
も
や
っ
ぱ
り
お
父
さ
ん
が
大
か
つ
や
く
。
わ

た
し
と
弟
と
い
っ
し
ょ
に
川
ま
で
行
っ
て
水
を
く
ん
で

く
れ
た
り
、
川
の
中
か
ら
じ
ゃ
り
や
石
を
と
っ
て
カ
メ

の
水
そ
う
に
入
れ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
社
の
家

で
は
、そ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、今
で
は
、

一
番
ペ
ッ
ト
の
せ
話
を
し
て
い
る
の
は
、
お
父
さ
ん
で

す
。
今
日
も
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
え
さ
を
や
り
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
家
に
き
て
、
お
父
さ
ん
の
や
さ
し
さ

や
、
家
ぞ
く
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
の
す
が
た
を
見
て
、
お
父
さ
ん
の
よ

う
に
や
さ
し
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、

家
で
お
ふ
ろ
そ
う
じ
や
せ
ん
た
く
物
を
た
た
む
手
つ
だ

い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
ぞ
く
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■ お申し込み方法 ■
事前の申し込みは不要です。
動きやすい服装でお越しください。

■ 内　容 ■
・健診結果の見方
  ※当日健診結果をお返しします！
・運動の講話および実技（簡単な体操）
・食事の講話「高血圧予防について」
　　　　　　（味噌汁味覚チェック）
　＊一緒に一つずつ確認していきます。

■ 運動担当 ■
運動専門スタッフ

（NPO 法人元気寿命を創造する会）
＊県内外で各種の健康教室を運営♪

■ 健診結果・食事担当 ■
町保健師、町管理栄養士

農作業や家事の合間に出来る ストレッチ を紹介します！
※運動の見本（資料）を当日配布します。

し

　お

入
院
前
に
申
請
し
ま
し
ょ
う

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん

入
院
が
決
ま
っ
た
ら
、
入
院
前
に
申
請
し
ま

し
ょ
う

　

69
歳
以
下
の
方
、
70
～
74
歳
の
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
さ
れ
る
場
合
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機

関
に
支
払
う
自
己
負
担
額
（
保
険
診
療
外
の

費
用
や
食
事
代
等
を
除
く
）が
一
定
の
額（
自

己
負
担
限
度
額
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、

入
院
中
の
食
事
代
等
の
減
額
認
定
を
兼
ね
た

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
発
行
し
ま
す
。

●
70
～
74
歳
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
、

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示

し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
自
己
負
担
額
ま

で
の
支
払
い
と
な
る
た
め
、「
限
度
額
認

定
証
」
の
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
と
、「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有
効
期
間
は
、

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
、
毎
年
７
月

末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
必
要
な
方

は
、
再
度
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６
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町内企業の紹介を行います。

広報きびちゅうおう  2011.8 月号／ 1213 ／広報きびちゅうおう  2011.8 月号

工場長：大月章裕さん

株式会社西谷精巧舎 岡山工場さん
今月は

今
月
は
上
加
茂
に
あ
る
株
式
会
社

西
谷
精
巧
舎　

岡
山
工
場
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
工
場
長
の
大
月
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。】

Ｑ
．
会
社
の
設
立
に
つ
い
て

　

１
９
９
１
年
に
、
当
時
、
株
式

会
社
西
谷
精
巧
舎
本
社
（
東
大
阪

市
）
の
常
務
取
締
役
と
親
族
関
係

に
あ
っ
た
町
内
の
方
が
、
自
宅
の

作
業
場
を
利
用
し
て
、
工
場
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
９
年
に
規
模

拡
大
の
た
め
、
現
在
の
土
地
に
工
場
を
新

た
に
建
設
し
、
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
事
業
内
容
に
つ
い
て

　

弊
社
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
釣
具
の

リ
ー
ル
な
ど
の
部
品
と
な
る
、
精
密
金
属

パ
ー
ツ
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
加
工
方
法

は
プ
レ
ス
加
工
が
メ
イ
ン
で
、
素
材
は
、

ス
テ
ン
レ
ス
や
鉄
、
ア
ル
ミ
、
銅
な
ど
を

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
ス
加
工
と
あ

わ
せ
て
ね
じ
切
り
や
、
面
取
り
な
ど
の
加

工
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
部
品
の
種
類
は
、
昔
に
比
べ
る
と

50
種
類
程
度
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
製
造
の
割
合

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
部
品
が
多
い

で
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
自
動
車
部

品
の
製
造
に
参
入
し
て
い
く
予
定
で
、
パ

イ
プ
加
工
の
出
来
る
機
械
を
導
入
し
ま
し

た
。こ
の
機
械
は
、直
径
６
㎜
の
パ
イ
プ
を
、

指
定
さ
れ
た
長
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
、
両
端

を
面
取
り
す
る
も
の
で
、
加
工
さ
れ
た
パ

イ
プ
は
そ
の
後
、
プ
レ
ス
加
工
な
ど
を
施

し
ま
す
。
こ
の
部
品
は
、
サ
ン
バ
イ
ザ
ー

の
中
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

弊
社
は
生
産
工
場
に
な
り
ま
す
の
で
、

金
型
事
業
部
の
あ
る
平
野
工
場
（
大
阪
市

平
野
区
）
が
取
引
先
か
ら
の
依
頼
を
も
と

に
、
金
型
を
設
計
、
製
作
し
、
そ
の
金
型

を
使
用
し
て
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

製
造
す
る
う
え
で
、
一
番
気
を
使
う
の

は
、
不
良
品
の
問
題
で
不
良
品
が
出
な
い

よ
う
に
、
定
期
的
に
製
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
行
う
作
業
の
中
で
多
い
の
が
、

プ
レ
ス
加
工
で
す
の
で
、
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
作
業
し
て

い
ま
す
。
機
械
に
は
安
全
装
置
な
ど
が
つ

い
て
い
ま
す
が
、
間
違
っ
た
使
い
方
を
す

る
と
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
の
で
、
手
順
書
を

作
成
し
て
、
社
員
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

格
：
企
業
が
事
業
活
動
を
す
る
上
で
、
自

社
の
製
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
が
環
境
に
与
え

る
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
、
環
境
保
全
や
汚

染
予
防
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
の
も

の
）
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
加
工
の
際
に
、

有
機
溶
剤
（
洗
浄
液
）
や
油
な
ど
を
必
ず

使
用
し
ま
す
が
、
取
り
扱
い
方
法
を
誤
る

と
、
環
境
に
大
き
く
作
用
し
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
環
境
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
従
業
員
に
つ
い
て

　

従
業
員
は
現
在
７
名
で
、
内
３
名
が
町

内
の
方
で
、
１
名
が
町
内
出
身
の
方
に
な

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
新
規
採
用
は
、
１
名
で
し
た
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
製

品
を
作
り
、
信
用
を
得
る
こ
と
が
、
売
り

上
げ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

品
質
の
良
い
製
品
を
提
供
し
な
が
ら
、
町

内
で
一
目
お
か
れ
る
会
社
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
社
名

　
株
式
会
社
西
谷
精
巧
舎　
岡
山
工
場

◆
代
表
者

　
西
谷　
伸
介
（
代
表
取
締
役
）

◆
住　
所

　
岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
加
茂
１

８
─
１

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
０
４
１

5
０
８
６
７

－

３
４

－

０
７
６
７

▲ 製造部品の一部

役場からのお知らせ
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

８
月
の
行
政・人
権・福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
23
年
8
月
4
日

（木）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日

本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て　
　
　

　

相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
左
記
の

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
電
話
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ

た
な
。」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課　

戸
籍
住
民
班
☎

０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

賀
陽
エ
リ
ア　

使
用
済
み
家
庭

用
蛍
光
管
を
回
収
し
ま
す
！

　
（
回
収
期
間
8
月
1
日
～
8
月
31
日
）

　

賀
陽
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
家
庭
で
使
用
し
た

蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
回
収
し

ま
す
。

　

賀
陽
エ
リ
ア
の
各
公
民
館
に
回
収
容
器
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
蛍
光
管
は
、
家
庭
で
使
用
し
た

直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形
の
蛍
光
管
で
、
事
業

所
の
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
外
箱
か
ら
出
し

て
割
れ
な
い
よ
う
に
、
回
収
容
器
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ

た
蛍
光
管
に
つ
い
て
は
、
不
燃
ゴ
ミ
に
な
り
ま
す

の
で
、不
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
回
収
は
12
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
加
茂
川
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
適
正

処
理
ゴ
ミ
の
日
に
割
れ
な
い
よ
う
に
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い 

広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
元
気
、
勇
気
、
希
望

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
芸
術
活
動
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
（
団
体
）

を「
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
」で
紹
介
し
ま
す
。

　

左
記
の
基
準
を
満
た
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

１
．
対
象
者　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
方
ま
た
は
町
内
に
所
在
す
る
団

体
で
、
掲
載
基
準
を
満
た
し
た
個
人
、
団

体
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
掲
載
基
準　

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と

す
る
各
省
庁
所
管
の
連
盟
、
協
会
が
主
催

ま
た
は
共
催
す
る
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
競
技
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
ま
た
は

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
次
の
成
績
を
収
め

た
場
合
に
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
全
国
規
模
の
競
技
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル

ま
た
は
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
出
場
し
た

個
人
、
団
体

・
県
規
模
の
競
技
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
ま

た
は
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
お
い
て
、
優

勝
、
第
２
位
ま
た
は
第
３
位
に
入
賞

し
た
個
人
、
団
体

※
な
お
、
主
催
者
が
同
会
派
、
同
流
派
の
み
の
全

国
ま
た
は
県
規
模
の
大
会
お
よ
び
自
由
に
参
加

で
き
る
全
国
ま
た
は
県
規
模
の
大
会
は
対
象
と

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

３
．
紹
介
方
法　

本
人
や
家
族
、
知
人
な
ど
の

紹
介
者
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
等

を
、「
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
」
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

 

な
お
、
提
供
に
つ
い
て
は
出
場
、
受
賞
し
た

日
か
ら
３
カ
月
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
企
画
課　

公
聴
広
報
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
４

日時   8月19日（金)  午前9時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談   
行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】　
　住民課　戸籍住民班 ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会   しらさぎ事業所

☎ 0866-54-1818
　   　　〃         　やすらぎ事業所

☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

8
月
2
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

賀
陽
庁
舎　

相
談
室

8
月
16
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室
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■役場からのお知らせ

う
５
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
協
働
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
協
働
推
進
課  

地
域
振
興
班

　
　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
０
１

　
募
集
し
ま
す

火
葬
場
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
次
に
よ
り
火
葬
場
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

　

吉
備
中
央
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所

等
を
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団

体
で
、
火
葬
場
の
管
理
業
務
を
確
実
に
履
行

で
き
る
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
。

（
個
人
で
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。）

◆
募
集
要
項
の
配
布
期
間
お
よ
び
場
所

・
期
間　

平
成
23
年
８
月
８
日

（月）
～
８
月

12
日

（金）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
場
所　

吉
備
中
央
町
役
場　

住
民
課

◆
応
募
者
説
明
会

・
日
時　

平
成
23
年
８
月
18
日

（木）　

　
　
　
　

午
前
10
時

・
場
所　

吉
備
中
央
町
役
場　

　
　
　

   

賀
陽
庁
舎　

２
Ｆ
中
会
議
室

◆
主
な
業
務
内
容

・
火
葬
場
の
施
設
管
理
業
務

・
火
葬
業
務

・
霊
柩
車
運
行
業
務

・
葬
具
貸
出
業
務

・
火
葬
場
の
使
用
申
請
受
付
お
よ
び
使
用

許
可
業
務

・
利
用
料
金
収
納
業
務

・
そ
の
他

◆
指
定
期
間

・
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

地
域
特
産
物
総
合
交
流
促
進
施

設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
次
に
よ
り
地
域
特
産

物
総
合
交
流
促
進
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募

集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

　

吉
備
中
央
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所

等
を
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団

体
で
、
地
域
特
産
物
総
合
交
流
促
進
施
設
の

管
理
業
務
を
確
実
に
履
行
で
き
る
能
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
。（
個
人
で
応
募
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
募
集
要
項
の
配
布
期
間
お
よ
び
場
所

・
期
間　

平
成
23
年
８
月
８
日

（月）
～
８
月

12
日

（金）

　
　
　

  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
場
所　

吉
備
中
央
町
役
場　

農
林
課

◆
応
募
者
説
明
会
（
現
場
説
明
会
）

・
日
時　

平
成
23
年
８
月
18
日

（木）　

午
後

１
時
30
分
～

・
場
所　

吉
備
中
央
町
北
１
９
７
４
番
地

　
　
　

  

吉
備
中
央
町
地
域
特
産
物
総
合

交
流
促
進
施
設

◆
業
務
内
容

・
利
用
の
許
可
に
関
す
る
こ
と

・
施
設
お
よ
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他

◆
指
定
期
間

・
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
農
林
課　

林
業
振
興
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

機
構
改
革
〈
平
成
23
年
７
月
１
日
付
〉

中
学
校
開
校
準
備
室
の
新
設　

　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

人
事
異
動
〈
平
成
23
年
７
月
１
日
付
〉

　

※
（　

）
は
旧
所
属

農
林
課　

　

主
幹

　
　

亀
山　

勝
則
（
税
務
課
主
幹
）

教
育
委
員
会
事
務
局
中
学
校
開
校
準
備
室

　

室
長
（
事
務
局
参
事
を
兼
務
）

　
　

片
山　

健
司

　

主
幹

　
　

片
岡　

昭
彦
（
農
林
課
主
幹
）

■役場からのお知らせ

　
募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度
吉
備
中
央
町
職
員

採
用
候
補
者
試
験
受
験
案
内

　

吉
備
中
央
町
で
は
平
成
23
年
度
（
平
成
24

年
４
月
採
用
）
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行

い
ま
す
。

◆
採
用
職
種
、
予
定
人
員

　

一
般
事
務
職　
　

若
干
名

　

保
育
士　
　
　
　

若
干
名

◆
受
験
資
格

　

採
用
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
庁
舎
、
各
支
所
、
出
張
所
に

備
え
付
け
の
受
験
案
内
ま
た
は
吉
備
中
央
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R

L
 http://w

w
w

.tow
n.kibichuo.lg.jp/

◆
第
１
次
試
験
日

　

平
成
23
年
９
月
18
日

（日）

◆
受
付
期
間

　

平
成
23
年
８
月
19
日

（金）
ま
で

　

郵
送
可
（
当
日
消
印
有
効
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

行
政
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
３

　
８
月
末
が
期
限
で
す

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金　

住
宅
取
得

奨
励
金
の
申
請
は
８
月
末
ま
で
で
す
。

　

こ
の
奨
励
金
は
、
吉
備
中
央
町
へ
の
定
住

を
目
的
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象
に

交
付
す
る
制
度
で
、
交
付
申
請
期
限
が
８
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付
対
象
と
な

る
要
件
等
詳
し
く
は
、
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お

町民の皆さんから町外のお知り合いの方へ…

「ふるさと納税」の呼びかけをお願いします。
　生れ育ったふるさと吉備中央町のまちづくりに貢献したい、かかわりの深い地域を応援したいという思い
を寄附により実現するため、現在、町では「協働のまちづくり基金」を設置し、寄附金を広く募っています。
　これから夏休みを利用してふるさと吉備中央町へ帰省される方も多くなるかと思います。町民の皆さん
には、この機会にぜひ親族や友人、知人へ寄附の呼びかけ
をよろしくお願いします。
　ご協力いただける場合には、ふるさと納税の案内チラシ
などをご用意しますので、お気軽にお申し出ください。
	
【お問い合わせ先】〒 716-1192　吉備中央町豊野 1-2
　　　　　　　　　協働推進課　地域振興班
　　　　　　　　	☎0866-54-1301　 0866-54-1311

  ふるさと納税とは
　平成 20 年度の地方税法の改正により新たに創設された制度で、出身地や共感する自治体に寄附を行った場合に、
現在お住まいの自治体の個人住民税などが軽減される制度です。
　寄附をいただいた方には、特典として町から特産品をお届けします。

  寄附金の使い方は
　みなさんからの寄附金は、次の事業の財源として現在「協働のまちづくり基金」に積み
立てています。
　　⑴ やさしさと希望あふれる理想郷づくりに関する事業（保健・医療・福祉）
　　⑵ 快適で安全な理想郷づくりに関する事業（生活基盤・環境保全・地域安全）
　　⑶ 豊かな心を育む理想郷づくりに関する事業（学校教育・生涯学習・文化・スポーツ）
　　⑷ 活力と魅力あふれる理想郷づくりに関する事業（産業振興）
　　⑸ 夢を育む理想郷づくりに関する事業（吉備高原都市整備）
　　⑹ いきいきと協働する理想郷づくりに関する事業（人権・町民運動・交流・行財政）
　　⑺ その他個別の指定事業

  寄附の状況は（平成 23 年 6 月末現在）
　　⑴ 寄附金の総額　3,235,080 円
　　⑵ 寄附の件数　31 件（県内 11、県外 20）

Infomationお　知　ら　せ夏休み親子陶芸教室
　吉備高原学園高等学校では、地域並びに社会貢献を目指
し、地域に根ざした学園づくりの一環として、この度、学
校の施設を開放し親子で、夏休みのひとときを土まみれに
なりながら共に陶芸をあじわっていただく、陶芸教室を開
催いたします。ぜひ、ご参加ください。

【開催日時】　平成23年８月７日（日）　午前10時～12時30分
【開催場所】　吉備高原学園高等学校
　　　　　　　　岡山県加賀郡吉備中央町上野2400
　　　　　　　　　陶芸コース教室
【定員人数】　15組（30人）　先着順

定員に達した場合は申込をお受けできませんの
でご了承ください。
なお、材料等の関係で、８月１日を締切とさせ
ていただきます。

【参加費】　1,200円（材料費）
参加費については、１組４人の場合
も、個人１人の場合も1,200円です。

【参加申込先】　吉備高原学園高等学校事務室ま
で、直接ご連絡ください。

　　　　　　　　☎0866-56-8211（代表）　
【その他】作品は、後日取りにお越しください。
　　　　　なお、郵送希望の場合は別途郵送費が

必要となりますのでご了承ください。

　夏休みの思い出として、親子のふれあいの場と
して、お子さんの夏休みの課題として、皆さんの
ご参加をお待ちいたしております。
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みんなが

主役
〜エール〜

団体名　ふるさと伝承教室　こども和太鼓
活動内容

募集内容

活動実績

会員募集に関する問い合わせ先

●和太鼓を通じて、ふるさとの良さを知り、
子どもたち自身が文化継承の担い手である
事に自信を持つ。

●開催日時／毎月第４土曜日
　　　　　　午後７時～午後８時30分

●主な活動場所／新山ほほえみセンター

町内在住の幼稚園・保育園および小学生
会費：無料

平成22年11月21日　
　　　かもがわ公民館まつり
平成22年12月 5日
　　　生涯学習・人権フェスタin吉備中央

☎0867-35-0550（御北公民館 主事 石坂）

僕たち、私たちの手で、古き良き文化を伝
えていこう！

町内で活動するスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。ご希望の団体等からのたく
さんのご応募お待ちしております。（企画課公聴広報班）

　

■
日
時
／
８
月
４
日

（木）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

■
場
所
／
円
城
公
民
館

　
　
　
　
　
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円
（
材
料
費
）

　

■
定
員
／
先
着
15
名

　

■
申
込
〆
切
／
７
月
28
日

（木）

※
当
日
は
、
愛
育
委
員
さ
ん
に
よ
る
託
児
が

あ
り
ま
す
。

「
フ
ラ
ワ
ー
教
室
」　

託
児
つ
き

　

夏
休
み
最
後
の
思
い
出
づ
く
り
に
…

親
子
で
、
お
孫
さ
ん
と
ご
一
緒
に
い
か
が
で

す
か
？

　

■
日
時
／
８
月
30
日

（火） 

13
時
30
分
～
15
時

　

■
場
所
／
円
城
公
民
館

　
　
　
　
　
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

■
受
講
料
／
１
、０
０
０
円

　

■
定
員
／
先
着
20
名

　

■
申
込
〆
切
／
８
月
19
日

（金）

※
当
日
は
、
愛
育
委
員
さ
ん
に
よ
る
託
児
が

あ
り
ま
す
。

「
雑
学
な
ん
で
も
講
座
」
～
知
っ
て

得
す
る
！
生
活
習
慣
病
豆
知
識
～

　

■
日
時
／
８
月
２
日

（火） 

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
申
込
〆
切
／
７
月
29
日

（金）

　

■
指
導
／
町
保
健
師

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

「
て
く
て
く
歴
史
塾
」
～
加
茂
大
祭

八
社
め
ぐ
り
～

　

■
日
時
／
８
月
８
日

（月）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
申
込
〆
切
／
８
月
１
日

（月）

　

■
行
先
／
化
気
神
社
、
松
尾
神
社

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
使
っ
て
」　

託
児
つ
き

　

吉
備
中
央
町
の
特
産
品
で
あ
る
、
新
鮮
な

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
て
、
家
庭
で
も
気
軽

に
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 津

賀
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
８
０
７

円
城
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
５
５
５

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ◀中空		相談員

　（田土）
◀渡邊		相談員
　（尾原）

Infomationお　知　ら　せ
福祉のひろば

吉備の里相談支援センター vol.16
－知的障害者相談員－

　こんにちは、吉備の里相談支援センターです。
　障害がある方や、そのご家族が地域で安心して暮らすためには、心配事の相談や必要とするサー
ビスの情報を得ることのできる相談支援が重要です。吉備中央町では当相談支援センターの他に、
障害者相談員による相談支援を行っています。今回はその中の「知的障害者相談員」の紹介を致し
ます。
　知的障害のある方は、全国に約 46 万人（18 歳以下の知的障害児を含む）、そのうち７割は、自宅で生活してい
るといわれています。知的障害者相談員は、障害者自身や保護者からの相談に応じて指導・助言を行い、また、必
要に応じて関係する機関や行政へ結びつけていく役割を担っています。
　相談の窓口には、知的障害者更生相談所など公的な相談機関もありますが、身近な相談員さんに気軽にご相談い
ただければと思います。

「吉備中央町知的障害者相談員」のお二人です

お問い合わせ先
吉備の里相談支援センター
　〒 709-2344　
　吉備中央町上野 2320-10
　  ☎ 0866-56-8216
　 0866-56-8218

■
募
集
し
ま
す

　

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

　

協
力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
、
左
記
の
各

種
種
目
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

防
衛
大
学
校
…
修
学
年
限
４
年
、
卒
業
後
１

年
で
３
等
陸
・
海
・
空
尉
に

昇
任
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
：
高
卒
（
見
込
み
含
む
。）
～
21
歳
未
満
の
者

　

受　
　

付
：
推
薦
／
９
月
５
日
～
８
日

　
　
　
　
　
　

一
般
／
９
月
５
日
～
30
日

　

試　
　

験
：
推
薦
／
９
月
24
・
25
日

　
　
　
　
　
　

一
般
／
11
月
５
・
６
日

防
衛
医
科
大
学
校
…
修
学
年
限
６
年
、
医
師
免

許
取
得
後
、
２
等
陸
・
海
、

空
尉
に
昇
任
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
：
高
卒
（
見
込
み
含
む
。）

　
　
　
　
　
　

～
21
歳
未
満
の
者　

　

受　
　

付
：
９
月
５
日
～
30
日

　

試　
　

験
：
10
月
29
・
30
日

看
護
学
生
…
修
学
年
限
３
年
、
看
護
師
免
許
取

得
後
、
２
等
陸
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
：
高
卒
（
見
込
み
含
む
。）
～
24
歳
未
満
の
者

　

受　
　

付
：
９
月
５
日
～
30
日

　

試　
　

験
：
10
月
22
日

※
ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

２
３
１
４

U
RL

 http://www.m
od.go.jp/pco/okayam

a/
E-mail hq1-okayama@

pco.mod.go.jp

■
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
女
性
の
方
を
支
援
し
ま
す

   

平
成
23
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　
（
津
山
第
２
回
）
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介

護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す
る
基

礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
基

本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

津
山
第
２
回

申
込
受
付
：
平
成
23
年
８
月
12
日

（金）
～
８
月

25
日

（木）
ま
で
に
受
講
申
込
書
を

郵
送
（
で
き
れ
ば
簡
易
書
留
）

で
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。

受
講
期
間
：
平
成
23
年
９
月
14
日

（水）
～
10
月
21
日

（金）

　
　
　
　
　
期
間
内
の
毎
週
水
～
土
曜
日
の
22
日
間

　
　
　
　
　

10
時
10
分
～
16
時

会　
　

場
：
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
・
ス
キ
ル
編

　
　
　
　
　

 

津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・

さ
ん
」（
津
山
市
新
魚
町
17 

ア
ル
ネ
・
津

山 

５
階
）

応
募
資
格
…
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等

で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で

22
日
間
出
席
で
き
る
方

受	

講	

料
…
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
・
検
定
受
験
料
は

実
費
負
担
（
１
１
、５
５
０
円
を
予
定
）

募
集
人
数
…
各
回
28
名（
選
考
に
よ
り
決
定
）
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消費者被害注意情報

広報きびちゅうおう  2011.8 月号／ 1819 ／広報きびちゅうおう  2011.8 月号

　 ■
頼
り
に
な
る
あ
な
た
の
相
談
室

　

高
梁
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

　

岡
山
弁
護
士
会
で
は
、
よ
り
身
近
に
法
律
相

談
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
町
村
と
連

携
し
県
内
各
地
に
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
吉
備
中
央
町
・
高
梁

市
の
エ
リ
ア
に
も
、「
高
梁
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

高
梁
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
人
の
弁

護
士
が
、
毎
週
交
替
で
、
法
律
相
談
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
る
日
時
は
、
毎
週

火
曜
日
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
10
分
ま
で
（
た

だ
し
、祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）で
す
。

　

相
談
料
は
40
分
以
内
、
５
、２
５
０
円
（
税
込
）

（
た
だ
し
、
交
通
事
故
相
談
は
無
料
）、
資
産
・
収
入

に
よ
っ
て
相
談
料
が
無
料
と
な
る
扶
助
相
談
の

申
込
も
可
能
で
す
。

　

法
律
相
談
は
、
予
約
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
相
談
は
、
当
日
で
も
対
応
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
約
受
付
電
話
番
号
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。）

　

予
約
受
付
専
用
回
線
は
、
☎
０
８
６
―
２
３
４

―
５
８
８
８
と
な
っ
て
お
り
、
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
（
土
日
祝
は
除
き
ま
す
）。

　

法
律
相
談
の
会
場
は
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
高
梁
市
向
町
21
―
３
）
で
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
夫
婦
間
の
問
題
（
離
婚
、
離
婚
に
伴
う
財
産

分
与
、
子
ど
も
の
親
権
を
巡
る
問
題
）、
相
続
・

■ Infomation

遺
言
の
問
題
（
遺
言
作
成
、
遺
産
分
割
協
議

等
）、
不
動
産
に
関
す
る
問
題
、
交
通
事

故
を
巡
る
問
題
、
多
重
債
務
の
問
題
、
消

費
者
問
題
、
労
働
関
係
の
問
題
、
刑
事
事

件
、
少
年
事
件
、
高
齢
者
を
巡
る
問
題

（
次
々
販
売
、
過
量
販
売
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
な
ど
）

　

お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
的
に
は
ど

の
よ
う
な
解
決
が
可
能
な
の
か
を
知
る
こ
と

は
、
問
題
解
決
に
向
け
た
第
一
歩
か
と
思
い

ま
す
。
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
法
律
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
し
ま
す

　

正
規
雇
用
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里
で
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
規
雇
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
／
福
祉
職
支
援
員

職
務
内
容
／
施
設
、
事
業
所
を
利
用
す
る
身
体

障
害
者
、
知
的
障
害
者
他
に
対

す
る
生
活
・
作
業
等
の
支
援

募
集
人
数
／
２
名

雇
用
形
態
／
正
規（
雇
用
期
間
の
定
め
な
し
）

勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分（
変
則
勤
務
有
り
）

休	

日	

等
／
週
休
２
日
制
、
慶
弔
休
暇
、
夏

期
休
暇
、
育
児
・
介
護
休
暇
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
他

応
募
資
格
／
４
年
制
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

専
修
学
校
等
を
平
成
21
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

応
募
方
法
／
吉
備
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 　
　
　
　
　
（http://www.kibinosato.or.jp

）

か
ら
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
法
人
事
務
局
ま
で

メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
／
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
資
格
を
証

す
る
書
類
の
写
し
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
証
明
書
、
健
康
診
断
書
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
履
歴
書
）

応
募
、
書
類
提
出
期
限
／

　
　
　
　
　

平
成
23
年
10
月
５
日

（水）

　
　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

採
用
試
験
／
平
成
23
年
10
月
22
日

（土）
教
養
試

験
、
作
文
、
面
接
他

【
お
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
書
類
提
出
先
】

〒
７
０
９
─
２
３
４
４

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
野
２
３
２
０
─
１
０

社
会
福
祉
法
人　

吉
備
の
里　

法
人
事
務
局

（
総
務
課
：
吉
村
）

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

８
２
１
６

E
--m

ail kibisato@
kibinosato.or.jp　

■
募
集
し
ま
す

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
募
集

　

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合
で
は
平
成
24
年

度
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
平
成
23
年
8
月
24
日

（水）
ま
で

採
用
予
定
人
数
／
若
干
名

職
務
内
容
／
一
般
職

試	

験	

日
／

　

第
1
次
試
験　

平
成
23
年
9
月
18
日

（日）　

　
　
（
教
養
試
験
・
作
文
）

　

第
2
次
試
験　

第
1
次
試
験
合
格
者
の
み

　
　
（
面
接
）

採
用
年
月
日
／
平
成
24
年
4
月
1
日

応
募
資
格
／　
　
　

   

( ア )
昭
和
51
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
2
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
24
年

3
月
ま
で
に
4
年
制
大
学
を
卒
業
（
見
込

み
）
の
方
。

( イ )
採
用
日
ま
で
に
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
取
得
の
方
。

( ウ )
農
業
に
関
心
の
あ
る
方
。

提
出
書
類
／
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
・
卒
業（
見

込
）
証
明
書
・
成
績
証
明
書
等

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
０
３
─
８
２
６
５   

岡
山
市
中
区
倉
田
４
３
６
─
２

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合

☎
０
８
６

−

２
７
７

−
５
５
１
１

総
務
課　

職
員
募
集
係　

月
～
金　

９
時
～
16
時
30
分

詳
細
は
、http://w

w
w

.nosai-oka.or.jp/

■ Infomation

デジサポ岡山では地デジ化に係る電話相談も受け付けております。

電話　086-899-6060　までご相談ください。
（平日：午前9時～午後9時、土・日・祝日：午前9時～午後6時）

地デジの準備は大丈夫ですか？
7 月 24 日 ( 日曜日 )　正午から順次アナログ放送が停波となります。
吉備中央町での臨時相談窓口設置日を追加し充実いたしました。
臨時相談窓口設置日は次のとおりですのでお気軽にお越しください。
戸別訪問のご要望も受け付けます。
いずれの会場も受付は午前 10 時から午後２時までです。

「デジサポ岡山」からお知らせ－地デジ臨時相談窓口を庁舎に設置－

■賀陽庁舎玄関ロビーにて相談受付 ■加茂川庁舎玄関ロビーにて相談受付
日　　　　　程

７月２６日(火) ８月１７日(水)
８月　３日(水) ８月２４日(水)
８月１０日(水)

日　　　　　程
７月２３日(土) ８月１２日(金)
７月２５日(月) ８月１５日(月)
７月３０日(土) ８月１６日(火)
８月　１日(月) ８月１９日(金)
８月　２日(火) ８月２２日(月)
８月　５日(金) ８月２３日(火)
８月　８日(月） ８月２６日(金)
８月　９日(火）

震災を口実に訪問する貴金属の買取サービスや義援金詐欺にご注意
【事例１】
　「震災で不足している心臓ペースメーカーや医療器具などに使うために貴金属が足りないので不要な貴金属を探
している。売ってほしい。」と訪問してきた。
　「貴金属など高価なものは持っていない。」と断わったがしつこく協力してほしいと勧誘された。

【消費者へのアドバイス】
　※買い取ってもらうつもりがないならきっぱりと断わりましょう！！
　※業者が来たときは一人で対応しないこと！！

　業者が自宅を訪問してきて、消費者の所有する貴金属を買い取るという契約を結ぶ場合には、クーリングオフはでき
ません。また、貴金属等の買い取りを行う業者は取引の際「古物商許可証」を携帯しなければなりません。消費者の要
請にきちんと対応しない業者とは契約しないことが大切です。

【事例２】
　公共団体を名乗り、震災の寄附集めに訪問するので協力をお願いしますと電話があった。その後、スーツ姿にネ
クタイ、身なりをきちんとした男性が訪れたが、信用できるか分からないので断った。

【消費者へのアドバイス】
　※震災に便乗した募金という相手の言うことをうのみにしないこと !!
　※少しでも不審に感じたら、すぐに応じずに、最寄りの警察署へ相談 !!

　すべてが義援金詐欺とは限りませんが、個別に募金を求められた場
合などは、注意が必要です。募金先や相手が信頼できる団体や職員か
どうか､ 必ず確認するようにしましょう。

【お問い合わせ先】住民課　戸籍住民班　☎ 0866-54-1316

消費生活相談員による出前講座
　悪質商法などの具体的な状況やだまされないため
の対策について、老人クラブ・サロン・地域団体や
グループを対象として出前講座を行っています。
　小グループでもかまいませんので、ご希望の方は
住民課までご連絡ください。

震災に便乗した義援金詐欺や悪質商法にご用心 !!
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お
め

でと
う満1歳

能の

せ㔟　
璃り

こ子
ち
ゃ
ん（
上
田
西
）

生まれてきてくれてありがとう♡
家族みんな璃子が大好きです♡

平成22年8月3日生まれ 石い
し

居い　
　
翔し

ょ
うち

ゃ
ん（
粟
井
谷
）

いつも元気をくれてありがと
う。お兄ちゃんに負けない様
に元気に大きくなーれ♡

平成22年8月1日生まれ

見み

お尾
駿し

ゅ
ん
の
す
け

之
介
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

いっぱい遊んで、いっぱい笑っ
て、元気に大きくなってね！

平成22年8月2日生まれ 葛く
ず
は
ら原

日ひ

な

の
奈
乃
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

目が合うとついつい微笑んでしま
う、我が家の癒しの存在！いつま
でも笑顔の素敵な女の子でいてね。

平成22年8月1日生まれ

ご寄附に感謝します　育英資金へ（敬称略）

金一封（香典返し）
福嶋　君子＜細田＞　　　岡　　令子＜富永＞　　

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》　
宮
脇
　
和
恵
　
選
（
投
句
者
109
名
） 

　
「
佳
作
」 

　
　

鏡
見
て
心
の
奥
も
映
し
出
す

山
中
友
理
香

　
　

鏡
を
ね
見
な
が
ら
自
分
反
省
だ

長
浜　
　

永

　
　

ま
ん
げ
き
ょ
う
の
ぞ
い
て
み
た
ら
べ
つ
せ
か
い

松
下　

千
早

　
　

鏡
見
て
未
来
の
自
分
さ
が
す
ぼ
く

小
野　

俊
洋

　
　

鏡
拭
き
心
の
く
も
り
す
っ
き
り
だ

張
田
帆
乃
夏

　
「
三
光
」 

　
　

人　
被
災
地
の
鏡
に
う
つ
る
い
い
未
来

松
久　

桃
華

　
　

地　

鏡
見
て
ま
た
増
え
た
よ
と
な
げ
く
母

久
松　

詩
歩

　
　

天　
三
面
鏡
三
つ
の
心
を
う
つ
し
だ
す

三
宅　

千
尋

	《
一
般
の
部
》　　
　
生
駒
　
聖
天
　
　
選
（
投
句
者
31
名
） 

　
「
佳
吟
」 

　
　

ま
だ
女
鏡
も
笑
う
へ
ち
ま
水

丸
山　

光
子

　
　

野
良
着
で
も
そ
っ
と
鏡
で
身
づ
く
ろ
い

木
内　

と
み

　
　

退
院
の
向
う
鏡
の
薄
化
粧

行
森　

定
女

　
　

母
の
背
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
知
る
鏡

中
尾　

里
恵

　
　

児
が
見
て
る
鏡
の
よ
う
に
母
を
真
似

海
士
部
節
子

　
「
三
光
」 

　
　

人　

明
日
の
た
め
笑
顔
で
閉
じ
る
三
面
鏡

黒
瀬　

嘉
子

　
　

地　

心
ま
で
鏡
が
見
抜
く
今
朝
の
顔

早
原
登
美
子

　
　

天　

愛
無
限
老
母
は
心
の
鏡
で
す

宮
脇　

和
恵

我
が
一
世
、
戦
中
戦
後
、
開
拓
地
、
保
健
婦
業
務
今
は
な
つ
か
し

土
居　

於
栄

い
ち
は
つ
の
窓
辺
に
た
て
ば
自
ず
か
ら
つ
ぼ
み
か
ぞ
え
る
苑
の
た
の
し
み

河
田　

和
子

さ
く
ら
ん
ぼ
啄
み
に
来
る
小
鳥
た
ち
気
儘
に
食
べ
よ
気
儘
に
行
け
よ

土
居　

照
代

通
学
路
野
の
花
つ
み
て
病
む
母
の
枕
辺
か
ざ
り
し
遠
き
日
偲
ぶ

山
本　

豊
子

浮
き
沈
み
清
い
流
れ
と
共
に
生
き
八
十
路
の
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
む

富
田　

永
子

月
淡
く
照
ら
す
川
辺
に
蛍
追
ひ
流
れ
ゆ
く
刻
に
身
を
ゆ
だ
ね
ゐ
つ

難
波　

良
子

頂
き
し
キ
ャ
ベ
ツ
洗
え
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
と
水
は
玉
と
な
り
走
り
落
ち
行
く

河
内　

晶
子

早
苗
田
は
そ
よ
風
訪
う
て
揺
れ
な
び
き
農
の
し
あ
わ
せ
満
ち
た
る
自
然

中
山　

文
恵

往お
う
ね
ん

年
の
友
を
見
送
る
雨
の
日
よ
旅
路
安
か
れ
と
祈
る
梅
雨
空

国
只
由
紀
子

て
っ
せ
ん
の
二
輪
咲
き
た
る
庭
の
辺
に
白
く
倹
し
き
花
の

せ
ゆ
く

山
﨑
し
げ
る

車
内
に
歌
声
ひ
び
く
孫
達
の
梅
雨
空
の
我
晴
れ
て
来
る
な
り

亀
森　

澄
子

津賀公民館

放送川柳コーナー
平成 23 年 6 月秀句　題「鏡」

＊八月の課題は「氷」、九月の課題は「乗る」です。
　投句の方法…はがきに二句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106-9　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月 15 日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　毎月第三木曜日に総合福祉センターへ五首までを持参。
　合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は

どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会

石い
し

田だ　
琉る

生い
き

ち
ゃ
ん
（
西
）２人のお兄ちゃんといっぱい

遊んで大きくなってね。

平成22年8月12日生まれ易え
き　

　
遥は

る
眞ま
ち
ゃ
ん
（
上
野
）

元気いっぱいの遥くん !!
笑顔いっぱい、元気に大きくなっ
てね（ ）パパ、ママより

平成22年8月19日生まれ平ひ
ら
ま
つ松　

真ま

い依
ち
ゃ
ん
（
黒
土
）

いつも笑顔の真依ちゃん
元気に大きく育ってね♡

平成22年8月31日生まれ

吉よ
し

田だ　
怜り

ょ
う
へ
い平ち

ゃ
ん
（
湯
山
）

いつも かわいい りょうちゃん、
元気ですくすく育ってね♡

平成22年8月19日生まれ梅う
め

田だ

曜よ
う

大た

朗ろ
う

ち
ゃ
ん（
上
田
東
）

お兄ちゃんに負けるな !!
でも兄弟仲良くね。

平成22年8月24日生まれ 大お
お
く
ら倉　

英え
い

治じ
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

修治おにいちゃんと仲良く
いっぱい遊んで　すくすく　
大きくなぁ～れ！！

平成22年8月3日生まれ

出
会
い
の
扉
　
～
或
る
本
と
の
出
会
い
～

【
ぼ
く
た
ち
だ
っ
て
家
族
の
一
員
！
動
物
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
】

を
テ
ー
マ
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
く
る
し
い
仕
草
で
私
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
。
で
も
犬
に
だ
っ
て
猫
に

だ
っ
て
、人
間
と
同
じ
よ
う
に
心
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
ん
な
作
品
を
読
め
ば
、き
っ
と
、

も
っ
と
大
切
に
し
て
あ
げ
た
く
な
る
は
ず
。

『
犬
と
私
の
10
の
約
束
』

川
口　

晴

文
芸
春
秋

　

天
国
に
行
っ
た

お
か
あ
さ
ん
と
入

れ
替
わ
る
よ
う
に

や
っ
て
き
た
子
犬

の
「
ソ
ッ
ク
ス
」。

悲
し
み
に
く
れ
る
主
人
公
あ
か
り
を
ソ
ッ
ク
ス

が
癒
し
、
あ
か
り
は
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻

す
。
だ
け
ど
犬
は
人
間
の
七
倍
の
速
さ
で
歳
を

と
る
…
。
出
会
っ
た
と
き
の
ソ
ッ
ク
ス
は
私
の

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の
に
、
妹
に
な
り
、
友
達
に

な
り
、
お
姉
さ
ん
に
な
り
、
そ
し
て
…
。
愛
犬

と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
直
さ
せ
て
く
れ
る
一

冊
。
２
０
０
８
年
に
映
画
化
。

『
ジ
ロ
ー
と
ぼ
く
』

大
島　

妙
子

偕
成
社

　

子
犬
を
拾
っ
た
。
名

前
は
ジ
ロ
ー
。
僕
た
ち

は
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に

寝
て
た
け
ど
、
ジ
ロ
ー

が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
か
ら
犬
小
屋
を
作
っ
て
あ
げ
た
ん
だ
。
で
も
ね
、

ジ
ロ
ー
が
あ
ん
ま
り
寂
し
そ
う
だ
か
ら
、
一
日
だ

け
犬
小
屋
で
い
っ
し
ょ
に
寝
て
あ
げ
た
。
そ
し
た

ら
び
っ
く
り
！
つ
ぎ
の
朝
、
ジ
ロ
ー
が
僕
で
、
僕

が
ジ
ロ
ー
に
な
っ
て
い
た
!?
は
じ
め
て
わ
か
っ
た

ジ
ロ
ー
の
き
も
ち
。

　

ど
こ
か
な
つ
か
し
い
お
茶
の
間
風
景
に
も
心

が
あ
た
た
ま
る
絵
本
で
す
。

みんなの
  これがよかった！

『テンペスト　上・下』
　　池上永一　著

角川文庫
おもしろさを味わいました。
信念を特って生きていくこと
は紆余曲折があっても幸せな
生き方なんだと思いました。

（60 代　女性）

　ロマン高原かよう総合会
館図書室は現在、改修工
事の為、閉館中です。また、
貸出しも休止中です。
　ご不便をおかけいたしま
すがご理解ご協力よろしく
お願いします。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
・

イ
ラ
ス
ト
・
写
真
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。



【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
が
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
頃
に
は
、
梅
雨
も

明
け
、
こ
れ
か
ら
夏
本
番
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

夏
休
み
中
は
、
町
内
で
も

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
が
、
８
月

の
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え

ば
、
今
月
号
に
掲
載
し
て
い

る
吉
備
高
原
鬼
伝
祭
。
昨
年
、

鬼
伝
祭
の
取
材
に
行
っ
た
時

に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
を

撮
影
し
ま
し
た
が
、
上
手
く

撮
影
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

と
て
も
焦
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
年

は
、も
っ
と
撮
影
方
法
を
し
っ

か
り
勉
強
し
て
、
き
れ
い
な

写
真
を
広
報
紙
に
掲
載
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

難
波

今
月
の
表
紙

▼
表
紙
は
、竹
谷
公
園（
豊
野
）

で
開
催
さ
れ
た
、
釣
り
＆
つ

か
み
取
り
の
様
子
で
す
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
だ
っ

た
の
で
、
つ
か
み
取
り
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら「
冷

た
ー
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

始
ま
っ
た
頃
は
、
魚
も
元

気
で
、
な
か
な
か
捕
ま
え
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、

コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
の
か
、
上

手
に
捕
ま
え
て
、
う
れ
し
そ

う
に
バ
ケ
ツ
や
ナ
イ
ロ
ン
袋

に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
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イベント情報

●日時：平成23年8月27日（土）
　　　　14：00〜21：00（雨天順延）

●場所：吉備高原都市さんさん広場

主催：吉備高原鬼伝祭実行委員会　 
　　　　☎0866-56-8255

自然のなかで釣りと魚のつかみ取り
　
　6 月 12 日、豊野の竹谷公園周辺において、楽しくやろう会主催（ゆめかようま
ちづくり連絡会後援）による「第 20 回釣り＆つかみ取り大会」が開催され、約
200 名の参加者が自然を満喫しながら魚釣りなどを楽しみました。
　当日は、約 600 匹のマスが公園内の川や堀に放流され、川では竿を構え
た参加者が次々とマスを釣り上げ、満足げな表情を浮かべていました。魚
のつかみ取りでは、子どもたちがびしょ濡れになりながら、素早く逃げる
マスを追いかけていました。また、20 回を記念して紙ひこうき大会も行わ

れました。
　楽しくやろう会会長の新

に っ た
田幹

みき
夫
お

さんは
「よく 20 回も続いたなというのが、率直
な感想です。メンバーも高齢化が進んで
いましたが、今は若い人も多く参加してくれています。これからも子どもたち
の喜ぶ姿が見られるように、この取り組みを若い人たちに受け継いでいっても
らいたいと思います。」と話されました。

給食に米粉パン登場！
　
　地元産の米粉を使ったパンが 17 日、町内の幼稚園、保育園、小
中学校の給食に初登場しました。
　提供された米粉パンは、昨年 11 月に稼働した町内の米粉製造施
設で製粉された地元産コシヒカリ 100％の米粉を使用し、岡山市
にある同施設関連の米粉パン専門店「和良」で製パンされたもので、

吉備中央町地産地消推進協議会が教育委員会と連携して、約 1,400 人分を提供しました。
　同協議会は、3 月に学校給食用にイノシシ肉や地元産の野菜を提供するなど、地産地消と

食育の推進に取り組んでいます。
　吉備高原小学校では、給食で米粉パンが配られると、遠

えんどう
藤校長先生が「今日の米粉パン

に使われている米粉は吉備中央町のお米を使っています。そして、湯山という所にある工
場で出来た米粉でパンを作っています。」と説明されました。

　6 年生の木
き そ だ

曽田遥
はるか

さんは「もちもちして、おいしかった。」と感想を話され、ほかにも「甘
かった」、「食べやすい」、「米粉パンのほうがおいしい」といった声もありました。

30周年を迎えました！
　～感謝を込めて清掃奉仕活動～　
　創業 30 周年を迎えられたパナソニック吉備株式会社（竹部）が 6
月 25 日、地域への感謝を込めて清掃奉仕活動を行いました。
　活動には、社員約 80 名が参加。社屋前の国道 484 号線沿いにある
植樹帯の草刈りを約 1km の区間で実施しました。
　占

しめ
野
の

代表取締役常務は「地域に支えられ創業 30 周年を迎えること
が出来ました。これからも取り巻く環境は大変厳しいものがありますが、障害者雇用と生産活動に精一杯取り組

んでいきたいと思います。」と話されました。
　同社は吉備高原都市で初めて設立された企業で、昭和
56 年 5 月に操業開始。第 3 セクター方式（県、町、パナ
ソニック株式会社の共同出資）によって設立された全国初
の重度障害者多数雇用事業所になります。

フォト
トピックス

岡崎嘉平太記念館開館10周年記念

こどもから大人まで楽しめるクラッシックの名曲コンサート
の
ご
案
内

9/4（日）　午後1 時30 分	開演
ピアニスト	岡崎ゆみ

オーケストラ	
倉敷管弦楽団吉備中央町豊野1-2　ロマン高原かよう総合会館

総合福祉センター･御北小学校･津賀小学校･きびプラザ･上竹荘公民館･吉川公民館･大和公民館･下竹荘公民館を
行程に含むバスを運行します｡乗車を希望される方は、申し込みの際に乗車所をお伝えください。時刻は、入場
整理券に記載してお知らせします。

〜ふるさとの夏祭り〜

【イベント内容】
　さんさん広場で古式に
のっとり採火式を行い、祭
り囃子を奏でながら、鬼火
行列を行います。
　また、絵柄灯籠の展示や加茂
川中学校ブラスバンド演奏、吉備
高原学園高等学校の古武道演武、か
よう浪漫太鼓、棒使い、こども祭り囃子、備
中神楽、うらじゃ連演舞（まほろば吉備中央、
きびさとＪＡＰＡＮぷらす他）などの多彩
なイベントが繰り広げられ、食と物産市な
ども同時開催します。フィナーレには灯籠
の灯りの上に打上花火が華麗に舞います。

応募締め切り日　8 月 20 日 ( 土 )
コンサートお申し込み方法―岡崎嘉平太記念館ホームページ
のコンサート申し込みバナーから入った画面で入力して送信
してください。または電話 ･FAX･E-mail･ 郵便のいずれかで
お申し込みください｡

【お申し込み・お問い合わせ先】 
岡崎嘉平太記念館　( 毎週火曜日は休館日）
〒 716-1241 加賀郡吉備中央町吉川 4860-6
TEL 0866-56-9033   FAX 0866-56-9066　
URL　http://www.okazaki-kaheita.jp　
E-mail　okmh@okazaki-kaheita.jp

岡崎嘉平太氏の初孫として東京に生まれる。
東京藝術大学卒業､ 同大学院修了ピアノ専
攻。1983 年ハンガリー給費留学試験に最優
秀で合格し､ ハンガリー国立リスト音楽院に
留学。1986 年朝日新聞主催第 6 回「新人音
楽コンクール」ピアノ部門に優勝。文部大臣
賞を受賞。

Profile 岡崎 ゆみ

吉備高原鬼
おにでんさい

伝祭

入場無料申し込み必要先着900人

アジサイがきれいに
咲きました！

今年３月に創業 30 周年を
記念して敷地内に植樹され
たアジサイ 300 本が、７月
初旬に見頃を迎えました。



ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成23年7月1日現在（　　）は前月との増減

人　　口　13,084人（＋2）　　男　6,313人（＋1）
世　　帯　  5,482戸（＋9）　　女　6,771人（＋1）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

★吉川栄養委員からのおすすめ野菜料理★

栄養改善協議会　吉川支部

今月の旬の野菜：パセリ
洋風寿司（１個分）
（1 人分）エネルギー：297kcal  たんぱく質：9.5g　カルシウム：51mg　塩分：1.1g

料理名

		材　料 		作り方
寿司飯
　ごはん（固めに炊いたもの）
　　………………………… 2 合分
　にんにくのすりおろし……少々
　オリーブオイル・酢
　　…………………… 各大さじ 2
　塩…………………  小さじ 1/2
　こしょう……………………少々
生ハム（ロースハム） ……… 6 枚
プロセスチーズ……………… 40g
赤パプリカ…………………1/2 個
プチトマト…………………… 3 個
パセリのみじん切り…… 大さじ 2

＜寿司飯を作る＞
①ボールにご飯を入れ、寿司飯の材料を入れてしゃもじで切るように混ぜる。
②粗熱が取れたら 3 等分にし、1/3 にパプリカ、1/3 にパセリを加え混ぜる。
＜洋風寿司を作る＞
①口径 16㎝くらいのボールに 30㎝～ 40㎝に切ったラップを十字に敷き込む。
②パセリの寿司飯を入れてしゃもじで押さえ平らにならす。
　残りの寿司飯、パプリカの寿司飯を順に詰め、その都度平らにならす。
　はみ出たラップを内側に折り込み、皿を数枚のせて重しをし 10 分程おく。
③表面のラップを開き、大きめの盛り付け用の皿を逆さにしてかぶせ、ボール

ごとひっくり返して寿司を取り出し、ラップをはがす。
　生ハム（ロースハム）を 1 枚ずつふんわりと折ってのせる。ところどころに

チーズとプチトマトを差し込み食べやすく切り分ける。
参考資料：オレンジページ

栄養委員さんからのワンポイントアドバイス

ポイント：・食欲が減退する暑い夏だからこそ、あっさりした味付けと目先を
変えたひと工夫で食卓を盛り上げ、夏バテ防止を！

・砂糖を使わないので糖分を制限している方にはうってつけ。
・寿司飯に混ぜる具は、他の材料でも代用ＯＫ！

◇パセリの栄養◇
　・ビタミン・ミネラルが豊富な緑黄色野菜！
　・体の老化やがん、貧血、風邪、便秘などなど様々な予防が期待されています。

愛育の“愛”を
表しています。

愛育委員会　活動報告　（愛育委員会　吉川支部）
　吉川支部では、6 月 10 日（金）に保育園
児と一緒にさつま芋植えを行いました。

「おたまじゃくしがいる」とか、畑を指さし
「あれ茄子だ！」とか都会では味わえない季
節を感じながら会話もはずみました。みん
なでワイワイと植えたので秋にはみんなで
美味しい芋が収穫できるでしょう。楽しみ！
　保育園からカエルとあじさいの涼しさを
感じる飾り物をいただき、感動しました。
未来の宝である子どもたちとの関わりを大切に支援のお手伝いができたらいいなと思
います。
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地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）


